自由診療用

PET（ポジトロン断層撮影）検査に関する同意書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療機関名

医　師　名


PET（ポジトロン断層撮影）検査について

　　この検査は、放射性同位元素（F－18）で標識されたフルオロデオキシグルコース（18F－FDG）という薬剤を注射した後に撮影を行なって、体内の糖代謝能をみることにより、がん等の疾患を診断する検査です。

検査の安全性と危険性

　　この薬剤による副作用の心配はありません。PET検査1回の被曝量は胃のバリウム検査とほぼ同等で、この線量で放射線障害がおこることはありません。

　　（ただし、妊娠している方、授乳中の方、小児についてはご相談ください。）

PET検査を受けるにあたり、次の点をご理解ください
· FDGは糖代謝の盛んな脳や心臓に強く集積します。また、尿から排泄されるので、腎臓や尿路、膀胱に強く集積します。このため、これらの臓器の診断は難しくなります。

· FDGは、炎症疾患、甲状腺腫や大腸ポリープなどの良性疾患にも強く集積します。

· FDG－PETは、顕微鏡レベルのがんや5mm以下の小さながん、糖代謝の低いがんは診断できません。また、がんの中にも肝細胞がんや胃がんなどのようにFDGが集積しにくいものがあり、診断できないことがあります。

· PET検査は革新的ながんの検査方法ですが、完璧というわけではありません。今回の検査で異常所見がみられた場合、診断のため別途検査をお勧めすることがあります。

費用について

PET検査の費用は、90,000円（初診料、検査料、診断料、消費税含む）になります。

　　　　　　　　　　　※平成26年4月1日からは95,000円
· その他

· 機械のトラブル等で検査開始時間が遅れる場合や、交通事情により薬剤（FDG）が届かない場合には、検査が行なえない場合もありますのでご了承ください。

· 説明内容について不明な点があるときや、この同意書を提出した後に同意を取り消したいときなどは、検査受診日前までに主治医にご相談ください。

なお、検査のキャンセルは前日（休診日の場合はその前の診療日）の16時までに放射線受付（電話048-647-2111内線2610）までご連絡ください。

同　意　書

上記の検査について、主治医から説明を受け内容を十分理解しましたので受診することに同意します。

署名年月日：　　　　　　年　　　月　　　日

　ご署名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
（受検者様が未成年あるいは意識障害などの場合のみ代理人の方のご署名と続柄を記載）

自治医科大学附属さいたま医療センター


